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2021年9月16日 未来社会創造事業本格研究キックオフ公開シンポジウム マテリアル探索空間拡張プラットフォームの構築

JST未来社会創造事業「共通基盤」 領域紹介と

日本の材料開発



「未来社会創造事業」の概要
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科学技術により「社会・産業が望む新たな価値」を実現す
る研究開発プログラム

経済・社会的にインパクトのある目標を定め、基礎研究段階から実用化
が可能かどうか見極められる段階（概念実証：POC）に至るまでの研
究開発を実施します。

国が定める領域を踏まえ、JSTが情報収集・分析及び公募等を経て重点公

募テーマを決定。斬新なアイデアを絶え間なく取り入れる仕組みを導入した研

究開発を実施。

科学技術イノベーションに関する情報を収集・分析し、現在の技術体系を変え、将来

の基盤技術となる技術テーマを国が決定。当該技術に係る研究開発に集中的に

投資。
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ステージゲート

技術実証研究（１０年）

（１～４年目、
総額10.8億円

（年間2.7億円））

（５～１０年目、総額16.2億円
（年間2.7億円））

スモールスタート ステージゲート

探索研究
(３年程度、
3.5千万円上限)

本格研究
(最長５年、5.7億円上限)

･･･

重点公募テーマ①

重点公募テーマ②

探索加速型 大規模プロジェクト型

未
来
社
会

P

O

C

バックキャストによる
テーマ設定

企業が関心

を示す完成度

概念実証

(POC)

ステージ１ ステージ2 ステージ
3

※POC（Proof of Concept/概念実証）
実用化が可能かどうか見極められる段階であり、例えば以下を想定。
・民間企業やコンソーシアム等が研究開発を引き取ることができる
・NEDO事業等の開発フェーズに移行することができる

※研究開発費：直接経費のみ ※研究開発費：直接経費のみ
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大規模プロジェクト型
研究開発運営会議

大石善啓
（三菱総合研究所
常務研究理事／シン
クタンク部門長）

橋本和仁
（NIMS理事長
/ALCA PD）

低炭素社会領域
研究開発運営会議

超スマート社会領域
研究開発運営会議

持続可能社会領域
研究開発運営会議

安全・安心社会領域
研究開発運営会議

前田章
（元日立製作所
技師長）

國枝秀世
（あいちシンクロトロン光
セ
ンター 所長）

田中健一
（三菱電機
技術統轄）

共通基盤領域
（先端計測分析機器等）

研究開発運営会議

長我部信行
（日立製作所
ライフ事業統括本部
CSO兼企画本部長）

顕在化する社会課題
の解決領域

研究開発運営会議

個人に最適化された
社会の実現領域
研究開発運営会議

次世代情報社会の
実現領域

研究開発運営会議

前田英作
(東京電機大学 システム
デザイン工学部 学部長・
教授)

高橋桂子
(早稲田大学総合研究機構
グローバル科学知融合研究
所 上級研究員／研究院教
授)

和賀巌
(NECソリューションイノベー
タ プロフェッショナルフェロー)

運営統括 運営統括

新領域

未来社会創造事業の運営体制

R03公募

R03公募

R03公募

R03公募

R03公募

R03公募
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「共通基盤」領域の概要
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【重点公募テーマ】

（１）ハイリスク・ハイインパクトで先端的な計測分析技術・機器等の開発

（２）データ解析・処理技術等のアプリケーション開発やシステム化

（３）研究開発現場の生産性向上等に資する技術

【重点項目】

「革新的な知や製品を創出する共通基盤システム・装置の実現」
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全固体電池材料の開発

KPI
材料探索ｽﾙｰﾌﾟｯﾄ 1,000倍

大腸がんの超早期発見

KPI
計測ｽﾙｰﾌﾟｯﾄ 1,000倍

「共通基盤」領域の本格研究テーマ

飯田 琢也

大阪府立大学
教授

光誘起力と光励起対流の相
乗効果を用い、生体物質を
生きたまま２～３桁濃縮

長藤 圭介

東京大学
准教授

高橋 恒一

理化学研究所
チームリーダー

ロボットの再現性の良さに
着目し、生命科学系実験を
全自動化できるソフトウエ
ア、データ集約と利活用に
より圧倒的な効率化を実現

人のヒラメキを誘発す
ることを特長としたマ
テリアル探索空間拡張
プラットフォームを構
築

ES/iPS細胞の飛躍的
低コスト製造の実現

KPI
プロセス最適化時間 1/5

POC実証ターゲット技術の特長

ACT
（つくる）

Observes
（はかる）

Orient
（ためる）

Decide
（わかる）

データ



運営統括とテーママネージャーを中心にプロジェクトを牽引します！

長我部 信行

（株式会社 日立製作所 ライフ事業統括本部
CSO兼企画本部長）

運営統括

テーママネージャー陰影
委員

合原 一幸
（国立大学法人 東京大学
特別教授室 特別教授）

佐藤 孝明
（株式会社 島津製作所 シニアフェロー・基盤
研究所ライフサイエンス研究所長／筑波大学
プレシジョン・メディスン開発研究センター長）

ライフ 物質・材料 数理

岡島 博司
（トヨタ自動車株式会社 先進技術開発

カンパニー 先進技術統括部
主査／担当部長）

研究開発の推進方針

※テーママネージャーを始めとする研究開発運営会議メンバーによる研究計画の確認やサイトビジット等
を通じて、助言・指導できる研究マネジメント体制を整え、領域一丸となって、研究手法を刷新し、
革新的な知や製品を創出する共通基盤システム・装置の実現を目指します
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カーボンニュートラル達成に向けて、2021年の粗鋼減産を表明
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Success Stories

加藤与五郎博士（左）

武井武博士（右）

平林眞編「本多光太郎―マテリアルサイエンスの先駆者―」（アグネ技術センター、2004）
松尾博志 「武井武と独創の群像」（工業調査会、2000）
岡本篤樹「社会を変えた強力磁石の発明・事業化物語」（アグネ技術センター、2017）

佐川眞人博士

SrFe12O19 Nd2Fe14B

1930 Ferrite Magnets 1982 Neodymium Magnets

NIMS Awards授賞時 2021.6.13公益社団法人発明協会
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Is Japanese Science in Decline?

NISTEP 「科学技術指標2020」 （調査資料-295 2020年8月）
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マテリアル探索空間拡張プラットフォームの構築

一杉太郎博士 牛久祥孝博士 長藤圭介博士 小野寛太博士 知京豊裕博士

岡島博司TM

4つの探索研究グループが結集して本格研究を開始します
どうぞ宜しくお願いします！



ご清聴ありがとうございました
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